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第１部   調査の概要  

１ 調査の目的  

本調査は、我が国のこども・若者の意識と諸外国のこども・若者の意識を比較すること

により、我が国のこども・若者の意識の特徴等を的確に把握し、こども・若者に関する施

策を検討する際の参考資料とすることを目的とする。  

なお、こどもに関するデータや統計については、「こども家庭庁設置法案及びこども家

庭庁設置法の施行に伴う関係法律の整備に関する法律案に対する附帯決議（参議院内閣委

員会）」において、国際比較の観点も含め更なる充実を図ること、「こども基本法案に対す

る附帯決議（参議院内閣委員会）」において、活用に当たっては国際比較の観点を含める

ことが求められている。また、こども大綱（令和５年 12 月 2 2 日閣議決定）では、こど

も大綱が目指す「こどもまんなか社会」を「全てのこども・若者が、日本国憲法、こども

基本法及びこどもの権利条約の精神にのっとり、生涯にわたる人格形成の基礎を築き、自

立した個人としてひとしく健やかに成長することができ、心身の状況、置かれている環境

等にかかわらず、ひとしくその権利の擁護が図られ、身体的・精神的・社会的に将来にわ

たって幸せな状態（ウェルビーイング）で生活を送ることができる社会」としている。そ

のため、本調査ではこどものウェルビーイングに関する事項に焦点をあて、調査項目の設

定を行う。  

 

２ 調査領域  

（１）人生観関係  （２）国家・社会関係 （３）地域社会関係  

（４）職業関係  （５）学校関係     （６）家庭関係  

 

３ 調査対象国  

日本、アメリカ、ドイツ、フランス、スウェーデン（計５か国）  

 

４ 調査対象者  

各国満 13 歳から満 29 歳までの男女とする。 

 

５ 調査時期  

 いずれの国も、令和５年 11 月から 12 月までの間に実施した。  

 

６ 調査の方法  

（１）  調査方法  

 各国とも 1,000 サンプル回収を原則として、WEB 調査を実施した。  

 

（２）  標本割当数  

各国の統計データに基づく人口構成比より、性別、年齢区分別に標本数を割当てた上
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で、併せて性別について「回答しない」と回答される方を全体の２％ 1と想定し、全体の

２％の標本数を年齢構成比に合わせて設定した。  

各国とも地域区分を設けて、地域別の人口構成比に応じた割当数も設定している。  

回収にあたっては、性別・年齢区分別、または地域別で割当てたそれぞれの標本数が確

保できるよう努めた。また、「回答しない」と回答された方が２％に満たなかったセルに

ついては、「男性」もしくは「女性」と回答された方の標本を割り当てた。  

 

性別、年齢区分別標本数の割当表  

 日本  アメリカ  ドイツ  フランス  スウェーデン  

合  計  1 ,0 00  1 ,0 00  1 ,0 00  1 ,0 00  1 ,0 00  

男
性 

1 3～15 歳  82  88  78  94  90  

16～19 歳  11 5  11 5  10 6  12 5  11 4  

20～24 歳  15 0  14 4  15 4  14 0  14 4  

25～29 歳  15 2  15 2  17 0  13 5  16 0  

女
性 

1 3～15 歳  79  84  74  91  86  

16～19 歳  11 0  111  99  12 0  10 9  

20～24 歳  14 5  13 8  14 1  13 7  12 7  

25～29 歳  14 7  14 8  15 8  13 8  15 0  

そ
の
他 

1 3～15 歳  3  3  3  3  3  

16～19 歳  5  5  4  5  5  

20～24 歳  6  6  6  6  6  

25～29 歳  6  6  7  6  6  

 

（参考）地域区分  

日本  アメリカ  ドイツ  フランス  スウェーデン  
北海道・東北  N o r t h e a s t  N o r t h  P a r i s  A r e a  G ö t a l a n d  

関東  M i d w e s t  E a s t  P a r i s i a n  

A r e a  

S v e a l a n d  

東海・北陸  S o u t h  C e n t r a l  N o r t h - e a s t  N o r r l a n d  

近畿  We s t  S o u t h  We s t   

中国・四国・九
州  

 
 

S o u t h - w e s t   

   S o u t h - e a s t   

   O t h e r s   

     

※各国、上記地域区分の人口構成比に沿って標本数を割当てた。  

  

 
1  2 0 2 3 年に実施された「家族と性と多様性に関する全国アンケート」の結果概要において、性自認に

関する質問項目の中で [シスジェンダー ]以外の回答をされた方の割合は 1 . 3％（ [トランスジェンダ

ー ] 0 . 6％＋ [性別無回答 ] 0 . 7％）であったため２％と設定した。  
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（３）  標本回収数等  

 各国における回収数、調査票での使用言語は次のとおりである。  

 

国名  回収数  使用言語  

日本  1 ,0 89  日本語  

アメリカ  1 ,0 64  英語  

ドイツ  1 ,0 78  ドイツ語  

フランス  1 ,0 26  フランス語  

スウェーデン  1 ,0 26  スウェーデン語  

 

７ 回収標本比率  

 性別、年齢区分別の回収標本比率は、次のとおりである。  

（％）  

  日本  アメリカ  ドイツ  フランス  スウェーデン  

男
性 

1 3～15 歳  7 .9  7 .5  7 .1  6 .6  5 .4  

16～19 歳  11 . 7  11 . 9  10 . 9  13 . 1  11 . 9  

20～24 歳  14 . 8  14 . 8  15 . 7  15 . 0  15 . 2  

25～29 歳  15 . 2  15 . 7  17 . 3  14 . 5  16 . 8  

女
性 

1 3～15 歳  8 .2  7 .1  6 .3  7 .4  6 .4  

16～19 歳  11 . 1  11 . 5  10 . 1  12 . 9  11 . 4  

20～24 歳  14 . 2  14 . 3  14 . 4  14 . 7  13 . 5  

25～29 歳  15 . 1  15 . 3  16 . 1  14 . 8  15 . 7  

そ
の
他 

1 3～15 歳  0 .3  0 .4  0 .0  0 .0  1 .2  

16～19 歳  0 .6  0 .6  0 .6  0 .5  0 .6  

20～24 歳  0 .6  0 .6  0 .6  0 .3  1 .0  

25～29 歳  0 .4  0 .3  0 .9  0 .2  1 .1  

 

なお、13～14 歳（ドイツは 13～15 歳）については、保護者に調査協力の可否を確認

後、協力可能と回答したこどもを調査対象とした。  

 

８ 調査実施機関  

 本調査の実査及び集計は、次の調査機関によって実施した。  

   株式会社インテージリサーチ  

 

なお、下記の各社の  WE B  調査パネル（提携含む）を利用した。  

   日本   株式会社インテージ  

   アメリカ  株式会社 dataSpring  

   ドイツ   株式会社 dataSpring  

   フランス  株式会社 dataSpring  

   スウェーデン  株式会社 dataSpring  
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11 こどもの意見  

（１）  意見表明権の認知  

Ｑ15  あなたは、こどもには「自分に関係することについて、意見や気持ちを聞いて

もらえる権利」（意見表明権）があることを知っていますか。（回答は１つ）  

 

こどもには意見表明権があることを知っているかを日本のこども・若者に聞いたところ、

「聞いたことがない」と答えた割合が半数を超えている（ 50 . 3％）。「どんな内容かよく

知っている」は 8 . 0％である。  

 

５か国比較でみると、スウェーデン、フランス、アメリカでは「どんな内容かよく知っ

ている」が３割を超えており（スウェーデン（33 . 2％）、フランス（31 . 4％）、アメリカ

（3 1 .2％））、ドイツでも 2 1 . 9％となっている。  

 

【国別】  

  

  

（％）

聞いたことがない

50.3 

18.4 

15.2 

15.6 

16.2 

名前だけ聞いたことがある

28.1 

21.6 

27.6 

31.6 

28.8 

どんな内容か

少し知っている

13.6 

28.8 

35.3 

21.4 

21.8 

どんな内容か

よく知っている

8.0 

31.2 

21.9 

31.4 

33.2 

日本（n=1089）

アメリカ（n=1064）

ドイツ（n=1078）

フランス（n=1026）

スウェーデン（n=1026）



第２部 調査の結果 第１章 人生観関係 

 

53 

（２）  意見表明権の実感  

Ｑ16  あなたは、社会において、こどもが、自分に関係することについて、意見や気

持ちを聞いてもらえると感じていますか。（回答は１つ）  

 

社会において、自分に関係することについて意見や気持ちを聞いてもらえると感じてい

るかを日本のこども・若者に聞いたところ、『感じている』（「感じている」と「やや感じ

ている」の合計」）は 42 . 2％となっている。  

 

５か国比較でみると、スウェーデン、ドイツでは『感じている』が７割を超えており（ス

ウェーデン（7 5 .6％）、ドイツ（70 . 3％））、次いで、フランス（58 . 1％）、アメリカ

（5 4 .8％）となっている。  

 

【国別】  

 

  

（％）

感じている
（計）

感じていない
（計）

42.2 57.8

54.8 45.2

70.3 29.7

58.1 41.9

75.6 24.4

感じている

8.7 

18.0 

28.3 

20.1 

32.8 

やや感じている

33.5 

36.7 

42.0 

38.0 

42.8 

やや感じていない

37.6 

28.4 

24.9 

31.8 

19.0 

感じていない

20.1 

16.8 

4.8 

10.1 

5.4 

日本（n=1089）

アメリカ（n=1064）

ドイツ（n=1078）

フランス（n=1026）

スウェーデン（n=1026）
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（３）  政策決定過程への関与   

Ｑ 20  次のような意見について、あなたはどのように考えますか。それぞれについ

て、あてはまるものを１つ選んでください。（回答はそれぞれ１つずつ）  

 

 政策決定過程への関与について日本のこども・若者に聞いたところ、『そう思う』（「そ

う思う」と「どちらかといえばそう思う」の合計）と答えた割合は、「こどもや若者が対

象となる政策や制度についてはこどもや若者の意見を聴くようにすべき」（6 9 .9％）が最

も高い。次いで、「私個人の力では政府の決定に影響を与えられない」（ 61 . 3％）、「社会

をよりよくするため、私は社会における問題の解決に関わりたい」（4 3 .3％）となってい

る。  

 

 

 

 日本について平成 3 0 年度調査と比較すると、大きな差はみられない。  

  

（％）

そう思う
（計）

そう思わない
（計）

43.3 42.5

33.9 51.3

40.0 43.9

69.9 19.3

36.0 47.1

35.0 48.3

61.3 24.9

そう思う

12.5 

9.6 

9.7 

36.2 

11.3 

8.7 

28.1 

どちらかといえば

そう思う

30.9 

24.2 

30.3 

33.7 

24.7 

26.3 

33.2 

どちらかといえば

そう思わない

25.1 

27.2 

24.7 

12.7 

26.4 

30.0 

15.4 

そう思わない

17.4 

24.2 

19.2 

6.6 

20.8 

18.3 

9.5 

わからない

14.1

14.8

16.1

10.8

16.9

16.7

13.8

社会をよりよくするため、私は社会における

問題の解決に関わりたい(n=1089)

将来の国や地域の担い手として積極的に

政策決定に参加したい(n=1089)

政策や制度については専門家の間で

議論して決定するのが良い(n=1089)

こどもや若者が対象となる政策や制度については

こどもや若者の意見を聴くようにすべき(n=1089)

私の参加により、変えてほしい社会現象が

少し変えられるかもしれない(n=1089)

社会のことは複雑で、私は

関わりたくない(n=1089)

私個人の力では政府の決定に

影響を与えられない(n=1089)
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（ａ）社会をよりよくするため、私は社会における問題に関わりたい 

 

 

（ｂ）将来の国や地域の担い手として積極的に政策決定に参加したい  

 

 

（ｃ）政策や制度については専門家の間で議論して決定するのが良い  

 

 

（ｄ）こどもや若者が対象となる政策や制度についてはこどもや若者の意見を聴くように

すべき 

 

  

（％）

そう思う
（計）

そう思わない
（計）

43.3 42.5

42.2 43.6

そう思う

12.5 

10.8 

どちらかといえば

そう思う

30.9 

31.5 

どちらかといえば

そう思わない

25.1 

24.6 

そう思わない

17.4 

19.0 

わからない

14.1

14.2

令和5年度調査
（n=1089）

平成30年度調査
（n=1134）

（％）

そう思う
（計）

そう思わない
（計）

33.9 51.3

33.2 53.2

そう思う

9.6 

9.0 

どちらかといえば

そう思う

24.2 

24.3 

どちらかといえば

そう思わない

27.2 

31.5 

そう思わない

24.2 

21.7 

わからない

14.8

13.6

令和5年度調査
（n=1089）

平成30年度調査
（n=1134）

（％）

そう思う
（計）

そう思わない
（計）

40.0 43.9

38.8 45.5

そう思う

9.7 

7.8 

どちらかといえば

そう思う

30.3 

31.0 

どちらかといえば

そう思わない

24.7 

29.8 

そう思わない

19.2 

15.7 

わからない

16.1

15.7

令和5年度調査
（n=1089）

平成30年度調査
（n=1134）

（％）

そう思う
（計）

そう思わない
（計）

69.9 19.3

69.5 19.5

そう思う

36.2 

31.6 

どちらかといえば

そう思う

33.7 

37.9 

どちらかといえば

そう思わない

12.7 

13.0 

そう思わない

6.6 

6.5 

わからない

10.8

11.0 

令和5年度調査
（n=1089）

平成30年度調査
（n=1134）
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（ｅ）私の参加により、変えてほしい社会現象が少し変えられるかもしれない  

 

 

（ｆ）社会のことは複雑で、私は関わりたくない 

 

 

（ｇ）私個人の力では政府の決定に影響を与えられない  

 

  

（％）

そう思う
（計）

そう思わない
（計）

36.0 47.1

32.5 51.0

そう思う

11.3 

8.5 

どちらかといえば

そう思う

24.7 

24.0 

どちらかといえば

そう思わない

26.4 

28.9 

そう思わない

20.8 

22.0 

わからない

16.9

16.6 

令和5年度調査
（n=1089）

平成30年度調査
（n=1134）

（％）

そう思う
（計）

そう思わない
（計）

35.0 48.3

36.6 48.0

そう思う

8.7 

8.9 

どちらかといえば

そう思う

26.3 

27.7 

どちらかといえば

そう思わない

30.0 

30.3 

そう思わない

18.3 

17.6 

わからない

16.7

15.4 

令和5年度調査
（n=1089）

平成30年度調査
（n=1134）

（％）

そう思う
（計）

そう思わない
（計）

61.3 24.9

58.5 29.2

そう思う

28.1 

25.7 

どちらかといえば

そう思う

33.2 

32.7 

どちらかといえば

そう思わない

15.4 

19.8 

そう思わない

9.5 

9.4 

わからない

13.8

12.3 

令和5年度調査
（n=1089）

平成30年度調査
（n=1134）
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【国別】  

（ａ）社会をよりよくするため、私は社会における問題の解決に関わりたい  

 

 

（ｂ）将来の国や地域の担い手として積極的に政策決定に参加したい  

 

 

（ｃ）政策や制度については専門家の間で議論して決定するのが良い  

 

  

（％）

そう思う
（計）

そう思わない
（計）

43.3 42.5

59.1 31.0

73.7 23.2

58.9 36.0

64.0 31.3

そう思う

12.5 

26.9 

27.1 

24.1 

24.8 

どちらかといえば

そう思う

30.9 

32.2 

46.6 

34.8 

39.3 

どちらかといえば

そう思わない

25.1 

18.5 

17.3 

23.1 

24.5 

そう思わない

17.4 

12.5 

5.9 

12.9 

6.8 

わからない

14.1

9.9

3.2

5.2

4.7

日本（n=1089）

アメリカ（n=1064）

ドイツ（n=1078）

フランス（n=1026）

スウェーデン（n=1026）

（％）

そう思う
（計）

そう思わない
（計）

33.9 51.3

53.7 35.3

58.9 37.2

47.8 45.0

54.0 41.1

そう思う

9.6 

22.3 

20.8 

14.9 

18.9 

どちらかといえば

そう思う

24.2 

31.4 

38.1 

32.8 

35.1 

どちらかといえば

そう思わない

27.2 

21.7 

25.6 

29.4 

30.7 

そう思わない

24.2 

13.6 

11.6 

15.6 

10.4 

わからない

14.8

11.0 

3.9

7.2

4.9

日本（n=1089）

アメリカ（n=1064）

ドイツ（n=1078）

フランス（n=1026）

スウェーデン（n=1026）

（％）

そう思う
（計）

そう思わない
（計）

40.0 43.9

60.4 28.3

65.1 30.1

59.9 33.8

62.9 30.5

そう思う

9.7 

26.7 

22.4 

20.3 

21.5 

どちらかといえば

そう思う

30.3 

33.7 

42.7 

39.7 

41.3 

どちらかといえば

そう思わない

24.7 

18.4 

20.4 

23.2 

23.1 

そう思わない

19.2 

9.9 

9.7 

10.6 

7.4 

わからない

16.1

11.3

4.7

6.2

6.6

日本（n=1089）

アメリカ（n=1064）

ドイツ（n=1078）

フランス（n=1026）

スウェーデン（n=1026）
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（ｄ）こどもや若者が対象となる政策や制度についてはこどもや若者の意見を聴くようにすべき 

 

 

（ｅ）私の参加により、変えてほしい社会現象が少し変えられるかもしれない  

 

 

（ｆ）社会のことは複雑で、私は関与したくない

 

  

（％）

そう思う
（計）

そう思わない
（計）

69.9 19.3

71.1 20.8

73.0 23.0

68.4 25.8

68.7 26.4

そう思う

36.2 

39.5 

32.6 

32.0 

28.0 

どちらかといえば

そう思う

33.7 

31.6 

40.4 

36.5 

40.7 

どちらかといえば

そう思わない

12.7 

13.3 

17.0 

17.1 

20.9 

そう思わない

6.6 

7.4 

6.0 

8.8 

5.6 

わからない

10.8

8.2

4.0 

5.8

4.9

日本（n=1089）

アメリカ（n=1064）

ドイツ（n=1078）

フランス（n=1026）

スウェーデン（n=1026）

（％）

そう思う
（計）

そう思わない
（計）

36.0 47.1

52.1 33.8

59.7 34.5

48.4 43.6

54.5 34.9

そう思う

11.3 

22.1 

21.1 

17.1 

17.6 

どちらかといえば

そう思う

24.7 

30.0 

38.7 

31.4 

36.8 

どちらかといえば

そう思わない

26.4 

21.5 

25.1 

27.6 

28.4 

そう思わない

20.8 

12.3 

9.4 

16.0 

6.5 

わからない

16.9

14.1

5.8

8.0 

10.6

日本（n=1089）

アメリカ（n=1064）

ドイツ（n=1078）

フランス（n=1026）

スウェーデン（n=1026）

（％）

そう思う
（計）

そう思わない
（計）

35.0 48.3

48.2 41.0

51.5 42.9

49.0 42.6

43.1 48.5

そう思う

8.7 

18.0 

18.3 

18.2 

14.6 

どちらかといえば

そう思う

26.3 

30.2 

33.2 

30.8 

28.5 

どちらかといえば

そう思わない

30.0 

23.3 

24.1 

22.8 

27.6 

そう思わない

18.3 

17.7 

18.7 

19.8 

21.0 

わからない

16.7

10.8

5.7

8.4

8.4

日本（n=1089）

アメリカ（n=1064）

ドイツ（n=1078）

フランス（n=1026）

スウェーデン（n=1026）
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（ｇ）私個人の力では政府の決定に影響を与えられない

 

 

 

  

（％）

そう思う
（計）

そう思わない
（計）

61.3 24.9

57.9 32.1

65.8 29.9

61.5 31.8

53.5 40.4

そう思う

28.1 

28.1 

26.9 

29.7 

21.4 

どちらかといえば

そう思う

33.2 

29.8 

38.9 

31.8 

32.1 

どちらかといえば

そう思わない

15.4 

19.5 

20.7 

20.0 

29.5 

そう思わない

9.5 

12.7 

9.2 

11.8 

10.8 

わからない

13.8

10.0 

4.4

6.7

6.1

日本（n=1089）

アメリカ（n=1064）

ドイツ（n=1078）

フランス（n=1026）

スウェーデン（n=1026）




